
「褒め言葉カードセミナー」レッスンプログラム
	時間
	テーマ
	なにを、どのように
	準備物

	12:30
13:00
14:40
14:50
15:10
15:20
15:30
15:40
15:50
16:00

	準備
導入
実施の案内と説明
選択の実施～基本は4周する。
私の褒め言葉の設定
即効ホメ言葉実習
褒め言葉シート記入
褒め言葉Ｗ実習
感想のシェアリング

終了

*参考
	会場は4人～5人のグループに分かれた机とイスの配置にする。
・最初に自己紹介、①名前、ニックネーム②どこから来たか③最近嬉しかったことを話す。

・どちらが好きか実習をする。
これらはお互いの共通点などがあるので、新密度が増す。＊グループメンバーの関係づくりをする。
・「褒める大切さ」について伝える。丸いリンゴと欠けたリンゴの二つのリンゴの絵を見せる。褒めることも努力がいることを理解してもらう。
・褒め言葉あいうえお表テストをする。

・褒め言葉あいうえお表を読んで記憶のために脳にインスツールする。
＊場づくりに1時間以上をかけること

・自分が言われて嬉しい褒め言葉は何か、受講者の一人に聞く。

・カードを各班に配布する。全部を裏返しにしてテーブルの上に置いてもらう。裏返しのまま、一人ひとりが５枚ずつ取る。
・モデリングにより案内をする。1グループをモデルに実演してもらう。インストラクターに向かって左側の人が右側の人のカードを取る。1周はインストラクターがつきっきりになること。
・押さえておきたい実施上のポイント

ダメは一動作につき4回まで、フィールドとの関わりは声に出す。捨てるときは「ドーン」と言って捨てます。もらうときは、カードの褒め言葉を読む。例えば、「優しい」をもらいますなど声に出す）、また、カードを取られるのではなく相手に自分から出そうとするのはＮＧ

・ちょっとした心構えを忘れずに訴求する

真剣に取り組もう、先を急がすにやろう、感情の動きを聴こう
・進行者は、場全体を見守る、実施者の内面を見る。

実施者の気持ちの動きに関心を示す、必要に応じてつぶやく

・微笑みながら、ウロウロする。場の周りをゆっくりと動き回る
終了のタイミングで、プラス一巡を案内する（ちょっとしたサプライズ）、反応は、ただ笑って受け止める。
・手札をオープンにし、たがいに見せ合う（シェアリング）何でもいいので感じたことを話す。1人3分程度の目安の時間を言う（その褒め言葉を言われた体験、褒め言葉の言われて嬉しい順番など）
・即効褒め言葉実習をする

5枚のカードの中から言われて嬉しい褒め言葉を1枚選ぶ。それを班のメンバーが順番に言っていく。アイコンタクトと声と体で表現する。2周するが、2周目は最高のテンションで言う。言われた人は言われるたびにありがとうと応える。

・褒め言葉カードシートにメイン1枚、サブ4枚を記入。（構図：私のメインは、サブに支えられている）参加者の選択に託す
・ポジション・チェンジ〜他の人の褒め言葉を味わう（人は皆違う、自分の選択とは違う）できるだけ体を動かす。

・褒め言葉W実習をする。（時間がある時）
シートに書いた褒め言葉を二つ重ねて、自分自身を褒める言葉をシートに記入。「私は明るくて元気だ」「私はたくましくて素晴らしい」など。

次にシートを隣の人と交換して、その言葉を気持ちを込めて言ってもらう。体感する。

・シェアーシートを活用して、セミナー体験全体を通したシェアリング

小グループなら全体でシェアー、大人数ならグループシェアーをした後に、グループの代表者を選んで全体にシェアーする。内容は、ワークショップを通しての感想、褒め言葉の活用、これからどう行動するか等
プラスα―の研修

その①、ストローク研修（1時間）

この研修と合わせて、ストロークの概要とテストを講義する。

その②、ホメホメシャワー研修（30分）
この研修と合わせて、お互いをペアになって褒め合う実習をする。
その③、褒め言葉あいうえおシート研修

時間が取れる時は、この研修の最後にも、2回目の褒め言葉をあいうえおの表に書き出す研修を実施する。褒め言葉が増えているので、研修の効果を理解できる。
	名札用意、サインペン用意、ニックネーム記入

褒め言葉カード

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾍﾟﾝ

ストップＷ
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